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(57)【要約】
本出願において提供される流体の貯蔵・送達装置は、流
体コンテナ、およびその流体コンテナから流体を放出す
るためのベントバルブを備え得る。上記ベントバルブは
、単一片から形成されたベントバルブ本体と、その単一
片ベントバルブ本体に連結されたベントバルブ入口およ
びベントバルブ出口を備え得る。上記装置はまた、上記
ベントバルブと上記流体コンテナとの間の流体経路を少
なくとも部分的に規定する、１つ以上の連結部材を備え
得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
流体の貯蔵・送達装置であって：
　流体コンテナ；
　該流体コンテナから流体を放出するためのベントバルブであって、該ベントバルブは、
単一片から形成されたベントバルブ本体を備える、ベントバルブ；
　該単一片ベントバルブ本体に連結された、ベントバルブ入口およびベントバルブ出口；
ならびに
　該ベントバルブと該流体コンテナとの間に流体経路を少なくとも部分的に規定する、１
つ以上の連結部材；
を備える、装置。
【請求項２】
前記流体コンテナが、液体酸素を貯蔵しそしてガス状酸素を送達するための構成であり、
前記ベントバルブが、該流体コンテナから酸素を放出するための構成である、請求項１に
記載の装置。
【請求項３】
前記ベントバルブ入口が、第一の軸を規定し、前記ベントバルブ出口が、第二の軸を規定
し、該第一の軸と第二の軸とは同じ平面中に位置する、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
前記ベントバルブ入口が、第一の軸を規定し、前記ベントバルブ出口が、第二の軸を規定
し、該第一の軸と第二の軸とは平行な平面中に位置する、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
請求項１に記載の装置であって、
　１つ以上の連結部材が、管材を備え、該管材は、第一端において前記コンテナに連結さ
れ第二端において前記ベントバルブ入口に連結され；
　該ベントバルブ入口は、該ベントバルブ入口に対して該管材の第二端を固定するための
フェルールナットを受容するための構成である、装置。
【請求項６】
請求項１に記載の装置であって、前記ベントバルブは、該ベントバルブが開放バルブ状態
にあるかまたは閉鎖バルブ状態にあるかを制御するための手動での作動のために構成され
たレバーを備える、装置。
【請求項７】
請求項１に記載の装置であって、
　ハウジング；
をさらに備え、該ハウジングは、該ハウジングに連結された１つ以上の支持部材を備え、
該支持部材は、前記流体コンテナから物理的に分離している前記ベントバルブを固定する
ための構成であり、前記第一の構成成分が、該前記１つ以上の連結部材により該流体コン
テナに対して間接的に連結される、装置。
【請求項８】
請求項７に記載の装置であって、
　前記ベントバルブは、前記ベントバルブ本体から延びる１つ以上のペグを備え；そして
　前記１つ以上の支持部材は、前記ハウジングに対して前記ベントバルブを整列するため
に該１つ以上のペグを受容するための、１つ以上の開口部を規定する、装置。
【請求項９】
前記支持部材のうちの少なくとも１つが、前記ハウジングと一体的に形成されている、請
求項７に記載の装置。
【請求項１０】
前記支持部材のうちの少なくとも１つが、前記ベントバルブの輪郭と一致するような形状
である、請求項７に記載の装置。
【請求項１１】
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前記支持部材は、１つ以上のリブを備える、請求項７に記載の装置。
【請求項１２】
前記１つ以上の連結部材は、前記ベントバルブと前記流体コンテナとの間に緩衝を提供す
るように可撓性である、請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
前記ベントバルブ出口が、前記ベントバルブ本体と一体的に形成されている、請求項１に
記載の装置。
【請求項１４】
流体コンテナから流体を放出するためのベントバルブであって、該ベントバルブは、
　単一片から形成されたベントバルブ本体；
　該単一片ベントバルブ本体に連結された、ベントバルブ入口およびベントバルブ出口；
を備え、該ベントバルブ入口は、該ベントバルブと該流体コンテナとの間に流体経路を少
なくとも部分的に規定する連結部材に連結されるような構成である、ベントバルブ。
【請求項１５】
請求項１４に記載のベントバルブであって、前記ベントバルブ入口は、第一の軸を規定し
、前記ベントバルブ出口は、第二の軸を規定し、該第一の軸と第二の軸とは同じ平面中に
位置する、ベントバルブ。
【請求項１６】
請求項１４に記載のベントバルブであって、前記ベントバルブ入口は、第一の軸を規定し
、前記ベントバルブ出口は、第二の軸を規定し、該第一の軸と第二の軸とは平行な平面中
に位置する、ベントバルブ。
【請求項１７】
請求項１４に記載のベントバルブであって、
　前記連結部材は、管材を備え；そして
　前記ベントバルブ入口は、該ベントバルブ入口に対して該管材の端部を固定するための
フェルールナットを受容するための構成である、ベントバルブ。
【請求項１８】
請求項１４に記載のベントバルブであって、
　該ベントバルブが開放バルブ状態にあるかまたは閉鎖バルブ状態にあるかを制御するた
めの手動での作動のために構成されたレバー；
をさらに備える、ベントバルブ。
【請求項１９】
請求項１４に記載のベントバルブであって、前記連結部材は、前記ベントバルブと前記流
体コンテナとの間に緩衝を提供するように可撓性である、ベントバルブ。
【請求項２０】
請求項１４に記載のベントバルブであって、該ベントバルブは、ハウジングに対して連結
された１つ以上の支持部材によって、前記流体コンテナから物理的に分離して固定されて
いる、ベントバルブ。
【請求項２１】
請求項２０に記載のベントバルブであって、
　前記ベントバルブから延びる１つ以上のペグ；
をさらに備え、該１つ以上のペグは、前記１つ以上の支持部材によって規定される１つ以
上の開口部中に受容されるような構成である、ベントバルブ。
【請求項２２】
請求項１４に記載のベントバルブであって、前記ベントバルブ出口は、前記ベントバルブ
本体と一体的に形成されている、ベントバルブ。
【請求項２３】
流体の貯蔵・送達装置であって：
　流体を貯蔵するための手段；
　該流体貯蔵手段から流体を放出するためのベントバルブ手段であって、該バルブ手段は
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、単一片から形成されたベントバルブ本体を備える、ベントバルブ手段；
　該単一片ベントバルブ本体に連結された、ベントバルブ入口手段およびベントバルブ出
口手段；ならびに
　該ベントバルブ手段と該流体貯蔵手段との間に流体経路を少なくとも部分的に規定する
、連結手段；
を備える、装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願）
　本出願は、２００４年８月６日に出願された米国仮出願第６０／５９９，０２０号への
優先権およびその利益を主張し、その内容は、その全体が本明細書によって参考として援
用される。
【０００２】
　（技術分野）
　本開示は、一般に、流体コンテナ装置に関し、そしてより詳細には、装置構成要素を支
持、整列、および／または固定するための支持要素を有する流体コンテナ装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　（背景）
　治療酸素は、被験体に対して、種々の医療症状（その被験体が肺の容量の損失を患う種
々の症状を含む）を処置するために一般に提供される。肺の容量の損失を生じ得る医療症
状の例としては、慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）（例えば、喘息、気腫など）、および嚢
胞性線維症、肺癌、肺損傷、および心臓血管疾患が挙げられる。純粋な酸素または実質的
に純粋な酸素が、これらの相当する症状を処置するためにその被験体に送達され得る。送
達された治療酸素を吸入することは、その被験体が、彼または彼女の血流中の十分な酸素
レベルを達成しかつ／または維持することを支援し得る。
【０００４】
　携帯可能な治療酸素は、従来は、２つの方法で提供されている。第１のアプローチは、
圧力コンテナ中に圧縮酸素ガスを貯蔵すること、および圧力調節器を通し、被験体の呼吸
開口部（例えば、鼻孔）へとホース、管腔、カニューレまたはその他の経路を通してその
ガスを送達すること、を含む。いくつかの例では、そのコンテナは、その被験体が少なく
ともいくぶんかは移動可能であり得るように車輪で動き得る。しかし、携帯可能な圧縮ガ
ス状酸素システムは、種々の不利点（例えば、完全に携帯可能なコンテナは、代表的には
、比較的短時間しか継続しないという事実；およびこのシステムは、比較的重くかつ邪魔
であり、これが被験体の移動度を制限し得るという事実）に悩まされる。
【０００５】
　第２のアプローチは、携帯可能なコンテナ中に液体酸素（または「ＬＯＸ」）を貯蔵す
ること、およびこの液体酸素から蒸発したガス状酸素を、被験体に対して、被験体の呼吸
開口部（例えば、鼻孔）へとホース、管腔、カニューレまたはその他の経路を通じて送達
すること、を含む。このような、液体酸素を貯蔵するため、かつ／または蒸発したガス状
酸素を送達するためのこのような装置は、「ＬＯＸ装置」と称され得る。酸素は、代表的
には、標準大気条件ではガスであるが、非常に低い温度では、酸素は液体として維持され
得る。このことは、酸素の容量を実質的に減少させ、それ故、圧縮ガス状酸素システムと
比較した場合にこのＬＯＸ装置の必要なサイズを実質的に減少させる。ＬＯＸ装置は、代
表的には、このＬＯＸを非常に低い温度で貯蔵しかつ維持するために、減圧隔離コンテナ
または部分減圧隔離コンテナを含む。
【０００６】
　圧縮ガス状酸素システムと比較した場合、ＬＯＸ装置は、所定のサイズまたは重量のた
めに、比較的長い使用可能な蓄積（チャージ）（ｃｈａｒｇｅ）を享受する。従って、こ
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のＬＯＸ装置は、公知の圧縮ガス状酸素システムよりかなりより小さいものであり得、そ
して、より軽くかつ／またはより邪魔にならないので、使用可能な蓄積（チャージ）の同
じかまたはそれよりも長い持続時間を提供し得る。
【０００７】
　上記ＬＯＸ装置の減圧隔離コンテナをＬＯＸで充填または「蓄積（チャージ）（ｃｈａ
ｒｇｅ）」するために、このＬＯＸ装置は、上記コンテナと流体連通する充填ポートを備
え得る。この充填ポートは、ＬＯＸリザーバまたは他の特定のＬＯＸ供給源に一時的に係
合または連結するような構成であり得る。この充填ポートは、ＬＯＸリザーバからＬＯＸ
装置のコンテナへのＬＯＸの移動を容易にし得る。この充填ポートは、代表的には、その
ＬＯＸリザーバとの接触ならびに関連する力および／または圧力に起因して、充填の間に
ストレス負荷を受ける。この充填ポートを上記ＬＯＸリザーバと係合するために、使用者
は、その連結を能動化するためにその充填ポートに圧力を付与することが必要であり得る
。
【０００８】
　ＬＯＸ装置の充填ポートは、ＬＯＸコンテナに物理的に取り付けられ得る。例えば、そ
の充填ポートは、その充填ポートに機械的に（例えば、ナットおよびネジを用いて）固定
されかつそのコンテナに機械的に（例えば、ウォーム駆動クランプを用いて）固定される
かまたはそのコンテナに溶接される、フランジによって、そのコンテナに取り付けら得る
。この配置は、（例えば、充填の間に）充填ポートが直面する物理的ストレスの一部また
はすべてを、その充填ポートから上記コンテナへと移し得る。上記充填ポートが上記コン
テナに対して、溶接、蝋付け、または機械的固定具を介して連結されるか否かにかかわら
ず、そのコンテナに対する周期的なストレスは、特に経時的に、減圧シェルまたは上記コ
ンテナが、損なわれるかもしくは穿孔状態になることを引き起こし得る。同様に、上記コ
ンテナに移されるストレスは、上記コンテナおよびその取り付けられた構成要素を、水平
方向に、垂直方向に、および／または回転により、シフトさせ得る。このことは、望まし
くない負荷経路および／またはストレス点を引き起こし得る。これらの負荷経路および／
またはストレス点は、上記ＬＯＸ装置内での漏出、および／またはＬＯＸ装置構成要素の
うちの１つ以上の故障を引き起こし得る。さらに、（１つ以上の構成要素を上記コンテナ
に連結するために）フランジが上記コンテナに溶接される状況では、この溶接は、過熱か
ら生じる溶接穿孔および／または薄壁歪みを引き起こし得、このことは、そのコンテナを
弱める。また、構成要素をそのコンテナに取付けるために用いられるこのようなフランジ
は、漏出および／または凍結の可能性のある位置を提供し得る。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　（要旨）
　本開示の１つの実施形態によれば、流体の貯蔵・送達装置は、流体コンテナ；およびそ
の流体コンテナから流体を放出するためのベントバルブ（上記ベントバルブは、単一片か
ら形成されたベントバルブ本体を備え得る）、ならびに上記単一片ベントバルブ本体に連
結された、ベントバルブ入口およびベントバルブ出口を備え得る。上記装置はまた、上記
ベントバルブと上記流体コンテナとの間に流体経路を少なくとも部分的に規定する、１つ
以上の連結部材；を備え得る。
【００１０】
　本開示の別の実施形態によれば、流体コンテナから流体を放出するためのベントバルブ
は、単一片から形成されたベントバルブ本体；ならびに上記単一片ベントバルブ本体に連
結された、ベントバルブ入口およびベントバルブ出口；を備える。上記ベントバルブ入口
は、上記ベントバルブと上記流体コンテナとの間に流体経路を少なくとも部分的に規定す
る連結部材に連結されるような構成であり得る。
【００１１】
　本開示のさらなる別の実施形態によれば、流体の貯蔵・送達装置は、流体を貯蔵するた
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めの手段；および上記流体貯蔵手段から流体を放出するためのベントバルブ手段（このバ
ルブ手段は、単一片から形成されたベントバルブ本体を備える）；ならびに上記単一片ベ
ントバルブ本体に連結された、ベントバルブ入口手段およびベントバルブ出口手段；を備
え得る。上記装置はさらに、上記ベントバルブ手段と上記流体貯蔵手段との間に流体経路
を少なくとも部分的に規定する、連結手段；をさらに備え得る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　（詳細な説明）
　本開示の選択された実施形態は、一部、図１～２３を参照して理解され得る。図１～２
３においては、同様の参照番号は、同じ部分および同様の部分を示す。
【００１３】
　図１は、本開示の１つの実施形態による流体管理装置１０を示す。流体管理装置１０は
、一般に、例えば、１つ以上の流体（例えば、ガスおよび／または液体）の貯蔵および／
または送達を提供および／または制御するために作動可能であり得る。いくつかの実施形
態では、流体管理装置１０は、液体酸素を貯蔵しそして１つ以上の適切なガス経路を介し
て被験体に（例えば、液体酸素から蒸発した）ガス状酸素を送達するために一般的に作動
可能な、携帯可能な液体酸素（ＬＯＸ）装置を備え得る。以下の論議は、このようなＬＯ
Ｘ装置１０に焦点をあてる。しかし、その他の実施形態では、装置１０は、携帯可能であ
ってもそうではなくてもよく、そして（酸素に代わって、または酸素に加えて）任意のそ
の他の流体（単数または複数）を貯蔵および／または送達するために用いられ得ることが
、理解されるべきである。
【００１４】
　図１に示される例示のＬＯＸ装置１０は、ハウジング１２、コンテナ１４（例えば、図
２を参照のこと）、充填ポート１６、１つ以上の出口１８、制御デバイス２０、およびベ
ントバルブ２２（例えば、図２を参照のこと）を備え得る。ハウジング１２は、装置１０
の種々の構成要素（例えば、コンテナ１４、充填ポート１６、ベントバルブ２２、出口１
８、および／または制御デバイス２０）を完全にかまたは部分的に収容するような構成で
あり得る。ハウジング１２は、装置１０の構成要素の周りでハウジングを形成するような
任意の適切な様式で一緒に連結される複数の部分を備え得る。例えば、ハウジング１２は
、装置１０の構成要素の周りでシェルまたはハウジングを形成するように一緒に連結する
、前部ハウジング２４および後部ハウジング２６を備え得る（例えば、図３および４を参
照のこと）。さらに、いくつかの実施形態では、ハウジング１２は、前部ハウジング２４
および／または後部ハウジング２６に連結されかつ／またはそれらの内部に形成される、
支持部材３０（例えば、図３～１１を参照のこと）を備え得る。この支持部材３０は、一
般には、適正な位置に、装置１０の１つ以上の構成要素を支持し、整列し、そして／また
は固定し得る。
【００１５】
　コンテナ１４は、酸素を受容、貯蔵、そして／または送達するような構成であり得る。
充填ポート１６は、コンテナ１４と流体連通し得、そして液体酸素でコンテナ１４を充填
するための構成であり得、この充填は、コンテナ１４を「チャージする（ｃｈａｒｇｉｎ
ｇ）」と称され得る。例えば、充填ポート１６は、ＬＯＸリザーバまたはその他の特定の
ＬＯＸ供給源に一時的に係合または連結し、そしてＬＯＸリザーバからコンテナ１４への
ＬＯＸの移動を容易にするような、構成であり得る。
【００１６】
　出口１８は、コンテナ１４と流体連通し得、そしてコンテナ１４中の液体酸素から蒸発
したガス状酸素を被験体に送達するための構成であり得る。例えば、各出口１８は、この
ガス状酸素を被験体の呼吸開口部（例えば、鼻孔）に送達し得る、ホース、管腔、カニュ
ーレまたはその他の経路に取り付けられるような構成であり得る。
【００１７】
　制御デバイス２０は、装置１０の作動を調節または制御するための構成であり得る。い
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くつかの実施形態では、制御デバイス２０は、装置１０の操作を調節または制御するため
に使用者によって操作される構成である。例えば、制御デバイス２０は、１つ以上のノブ
、ダイアル、スイッチ、ボタン、または任意のその他のタイプの操作可能なデバイスを含
み得る。特定の実施形態では、制御デバイス２０は、装置１０によって送達されるガス状
酸素に関する（ａ）酸素流れの複数モードおよび／または（ｂ）複数の体積流量から使用
者が選択することを可能にする単一デバイス（例えば、単一ダイアル、単一ノブまたは単
一スイッチ）を含み得る。酸素流れの例示のモードは、（ａ）連続モードおよび／または
保存（または「要求（ｄｅｍａｎｄ）」）モードを含み得る。連続モードは、酸素の定常
的な連続的流れを提供し得る。保存モードは、酸素の調節された流れを提供し得、これは
、被験体からの生理学的インプットのような種々のインプットを基に調節され得る。例え
ば、この保存モードでは、送達された酸素流れは、呼気の間に減少または中断され得、こ
のことは、呼気の間に浪費される酸素の量を低減し得る。いくつかの実施形態では、複数
の種々の保存モードが提供され得、これらは、例えば、被験体の吸息または試みられた吸
息の検出に関するパラメータのような、種々のパラメータに基づいて異なり得る。特定の
実施形態では、制御デバイス２０は、（ａ）連続モードと保存モードとの間、および（ｂ
）選択されたモードについての強度もしくは流速、または連続モードもしくは保存モード
の特定タイプもしくはレベルの両方を、使用者が選択することを可能にする単一のデバイ
スを含み得る。
【００１８】
　図２は、本開示の１つの実施形態による、前部ハウジング２４内に収容された装置１０
の種々の構成要素を示すために後部ハウジング２６が除去された装置１０を示す。例えば
、コンテナ１４、充填ポート１６、ベントバルブ２２、調節器４４、リリーフ／エコノマ
イザーバルブ４６、および管材４８が、図２に示される。
【００１９】
　ベントバルブ２２は、コンテナ１４の充填の間またはその他の間などに、コンテナ１４
から酸素を使用者が排出することを可能にし得る。ベントバルブ２２は、ベントバルブレ
バー４９を含み得、これは、バルブを開いてコンテナ１４から酸素（液体および／または
ガス）を排出することを可能にするために作動され得る。例えば、ベントバルブ４９は、
コンテナ１４の充填の間に作動され得て、コンテナ１４中の圧力を解放するためにガス状
酸素を排出し得、それによって、コンテナ１４がＬＯＸで充填されることを可能にする。
さらに、使用者はまた、ＬＯＸがベントバルブ２２を通って出始めるときにコンテナ１４
がＬＯＸで一杯である場合を識別し得る。
【００２０】
　調節器４４は、一般に、装置１０によって送達されるガス状酸素の流れを制御するため
に作動可能であり得、そして制御デバイス２０によって制御もしくは調節され得るか、ま
たはその他の方法で制御もしくは調節され得る。例えば、調節器４４は、装置１０によっ
て送達されるガス状酸素について、（ａ）流量および／または（ｂ）作動のモードもしく
はガス送達のモードを制御するために、作動可能であり得る。いくつかの実施形態では、
調節器４４は、制御デバイス２０に関して上記で記載されたような、（ａ）連続モードお
よび／または（ｂ）保存モードもしくは要求モードのような、作動もしくはガス送達の複
数モードを提供するように作動可能であり得る。さらに、調節器４４は、このような作動
モードまたはガス送達モードの各々について、複数の強度、レベルまたは設定を提供し得
る。このような種々のオプションを提供するために、いくつかの実施形態では、調節器４
４は、１つ以上のバルブ、種々の形状および／もしくはサイズのアパーチャ、ならびに／
あるいは任意のその他の適切な構成要素を含み得る。
【００２１】
　リリーフ／エコマイザーバルブ４６は、一般に、コンテナ１４内の酸素の圧力を調節す
るために作動可能であり得る。例えば、バルブ４６は、開かれて、コンテナ１４中の酸素
ガスの圧力が所定の閾値レベルを超える場合にコンテナ１４中のガス状ヘッドスペースか
らからの酸素ガスが通過することを可能にし得、そしてそうでなければ、閉じたままで、
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蒸発したＬＯＸからの酸素ガスが通過するのを可能にし得る。
【００２２】
　装置１０はまた、ＬＯＸ装置における使用のために適切な任意のその他の構成要素を含
み得ることが、理解されるべきである。例えば、装置１０はまた、例えば、熱交換器を含
み得る。
【００２３】
　上記で論議されたように、装置１０の１つ以上の構成要素は、ハウジング１２に連結さ
れるかまたはハウジング１２と一体化された１つ以上の支持部材３０によって、ハウジン
グ１２内に支持、整列、および／または固定され得る。例えば、コンテナ１４、充填ポー
ト１６、ベントバルブ２２、調節器４４、および／またはリリーフ／エコノマイザーバル
ブ４６のうちの１つ以上が、前部ハウジング２４および／または後部ハウジング２６に連
結されるかもしくはそれらと一体化された１つ以上の支持部材３０によって、支持、整列
、および／または固定され得る。
【００２４】
　例えば、図３および４に示されるように、コンテナ１４は、１つ以上のコンテナ支持部
材３１によって適所に支持、整列、および／または固定され得る；充填ポート１６は、１
つ以上の充填ポート支持部材３２によって適所に支持、整列、および／または固定され得
る；ベントバルブ２２は、１つ以上のベントバルブ支持部材３３によって適所に支持、整
列、および／または固定され得る；調節器４４は、１つ以上の調節器支持部材３５によっ
て適所に支持、整列、および／または固定され得る；そしてリリーフ／エコノマイザーバ
ルブ４６は、１つの以上のリリーフ／エコノマイザーバルブ支持部材３６によって適所に
支持、整列、および／または固定され得る。
【００２５】
　支持部材３０のうちの１つ、いくつか、またはすべては、図３および４に関して以下に
示されそして論議されるように、前部ハウジング２４に連結されるかもしくはそれと一体
化された１つ以上の前部支持部材３０ａ、および／または後部ハウジング２６に連結され
るかもしくはそれと一体化された１つ以上の後部支持部材３０ｂを、含み得る。いくつか
の実施形態では、１つ以上の前部支持部材３０ａは、１つ以上の対応する後部支持部材３
０ｂと協働して、１つ以上の構成要素を適所に支持、整列および／または固定するような
構成であり得る。例えば、前部支持部材３０ａは、後部支持部材３０ｂと協働し得、装置
１０の１つ以上の構成要素に対して、そのような構成要素に対して作用する力が、コンテ
ナ１４の充填の間であろうと、装置１０の作動の間であろうと、またはその他であろうと
、装置１０のそのような構成要素もしくはその他の構成要素を損傷しないように、支持を
提供し得る。
【００２６】
　支持部材３０は、構成要素を適所に支持、整列、および／または固定するのを支援する
ような構成の任意の部材もしくは要素を含み得る。支持部材３０は、任意の形状、サイズ
、および方向を有し得る。例えば、１つ以上のほぼ真っ直ぐな支持部材３０が、水平方向
に、垂直方向に、または任意のその他の角度で、任意の寸法で方向付けされ得る。いくつ
かの実施形態では、１つ以上の支持部材３０が、リブ、ブラケット、クリップを備え得る
か、または任意のその他の形状もしくは構成を有し得る。上記で論議されたように、支持
部材３０は、ハウジング１２と任意の適切な様式で連結され得るかまたはそれと一体化さ
れ得る。例えば、いくつかの実施形態では、１つ以上の支持部材３０が、例えば、成形ま
たはキャスティングによって、ハウジング１２（例えば、前部ハウジング２４および／ま
たは後部ハウジング２６）と一体に形成され得る。その他の実施形態では、１つ以上の支
持部材３０が、例えば、接着剤、溶接、蝋付け、クリップ留め、スナップばめ、または１
つ以上の機械的固定具の使用などによる、任意の適切な様式でハウジング１２（例えば、
前部ハウジング２４および／または後部ハウジング２６）に連結され得る。さらに、支持
部材３０は、例えば、プラスチック、金属、または複合材料などの任意の適切な材料から
形成され得る。
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【００２７】
　いくつかの実施形態では、特定の構成要素を収容するための支持部材３０は、そのよう
な特定の構成要素の種々の部分を受容するような構成の、種々の形状、種々のサイズまた
は種々の輪郭を有する複数の部分を含み得る。１つ以上の支持部材３０は、装置１０の対
応する構成要素（単数または複数）の形状、サイズ、および／または輪郭と対応する、形
状、サイズ、および／または輪郭であり得る。例えば、図５に関して以下に論議されるよ
うに、充填ポート支持部材３２は、充填ポート１６の種々の部分または種々の構成要素の
種々の形状および／または種々の輪郭を受容するような構成の、種々の形状および／また
は種々の輪郭を有する複数部分を含み得る。
【００２８】
　図３は、本開示の１つの実施形態による、例示のＬＯＸ装置１０の前部ハウジング２４
の内部を示す。上記で論議されたように、装置１０は、前部ハウジング２４に連結される
かまたはそれと一体化された１つ以上の前部支持部材３０ａを含み得る。この実施形態で
は、前部支持部材３０ａは、コンテナ支持部材３１ａ、充填ポート支持部材３２ａ、ベン
トバルブ支持部材３３ａ、調節器支持部材３４ａ、および／またはリリーフ／エコノマイ
ザーバルブ支持部材３５ａを含み得る。
【００２９】
　図４は、本開示の１つの実施形態による、例示のＬＯＸ装置１０の後部ハウジングの内
部を示す。上記で論議されたように、装置１０は、後部ハウジング２６に連結されるかま
たはそれと一体化された１つ以上の後部支持部材３０ｂを含み得る。この実施形態では、
後部支持部材３０ｂは、コンテナ支持部材３１ｂ、充填ポート支持部材３２ｂ、調節器支
持部材３４ｂ、および／またはリリーフ／エコノマイザーバルブ支持部材３５ｂを含み得
る。
【００３０】
　コンテナ支持部材３１ａおよび３１ｂは、コンテナ１４を適所に支持、整列、および／
または固定するために協働するような構成であり得る；充填ポート支持部材３２ａおよび
３２ｂは、充填ポート１６を適所に支持、整列、および／または固定するために協働する
ような構成であり得る；ベントバルブ支持部材３３ａは、ベントバルブ２２を適所に支持
、整列、および／または固定するために協働するような構成であり得る；調節器支持部材
３４ａおよび３４ｂは、調節器４４を適所に支持、整列、および／または固定するために
協働するような構成であり得る；そしてリリーフ／エコノマイザーバルブ支持部材は、リ
リーフ／エコノマイザーバルブ４６を適所に支持、整列、および／または固定するために
協働するような構成であり得る。
【００３１】
　１つ以上の支持部材３０ａおよび／または３０ｂは、装置１０の対応する構成要素（単
数または複数）と嵌合するかもしくはそれを受容するような形状および／またはサイズで
あり得る。例えば、図３に示されるように（そしてより明瞭に図５に示されるように）、
特定の充填ポート支持部材３２ａは、充填ポート１６のＶ字形状部分を受容するようにＶ
字形状であり得る。別の例として、図９に示されそして以下に論議されるように、ベント
バルブ支持部材３３ａは、ベントバルブ２２を前部支持部材３３ａに対して適正に整列す
るために、ベントバルブ２２から延びる整列ペグ５２（図１７～１９に示される）を受容
するような形状であり、サイズであり、かつ／または整列される、管状開口部５０を含み
得る。さらに、１つ以上の支持部材３０ａおよび／または３０ｂが、例えば、ネジ、ボル
ト、またはクリップなどの機械的固定具を受容するような構成であり得る。例えば、図３
に示されるように、ベントバルブ支持部材３３ａは、ベントバルブ２２を前部ハウジング
２４に固定するためのネジ５６（図１０を参照のこと）を受容するような構成のネジ穴５
４を形成し得る。
【００３２】
　支持部材３０ａおよび／または３０ｂのうちのいくつかもしくはすべては、以下の機能
または利点のうちの１つ、いくつか、またはすべてを提供し得る。第１に、支持部材３０
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ａおよび／または３０ｂのうちの１つ以上が、所望されるように、ハウジング１２内に特
定の構成要素を支持、整列よび／または固定し得る。これは、特定の構成要素の適正な整
列を確実にし、そして／または装置１０の全体的な安定性および強度を増加し得る。第２
に、支持部材３０ａおよび／または３０ｂのうちの１つ以上は、装置１０の特定の構成要
素を互いから物理的に取り外し得る。例えば、図２に示されるように、支持部材３０ａお
よび／または３０ｂのうちの１つ以上は、充填ポート１６、ベントバルブ２２、調節器４
４、リリーフ／エコノマイザーバルブ４６、および／または任意のその他の構成要素をコ
ンテナ１４から物理的に取り外して、このような構成要素のうちの１つ以上がコンテナ１
４に直接連結されないようにするような構成であり得る。従って、例えば、図２に示され
るように、このような構成要素のうちの１つ以上のが、溶接、蝋付け、フランジ、または
機械的固定具（例えば、ウォーム駆動クランプ、またはナットおよびボルト）などによっ
てコンテナ１４に直接連結されるよりむしろ、管材を介してコンテナ１４に連結され得る
。
【００３３】
　コンテナ１４から物理的に外される構成要素（例えば、充填ポート１６、ベントバルブ
２２、調節器４４、および／またはリリーフ／エコノマイザーバルブ４６）は、１つ以上
の利点を提供し得る。例えば、コンテナ１４から構成要素を物理的に外すことは、その構
成要素によって（例えば、コンテナ１４の充填の間、装置１０の作動の間、またはその他
で）経験されるようなストレスおよび歪みがコンテナ１４に移される程度を減少するかま
たは実質的になくし得る。このことは、コンテナ１４が望ましくないストレスまたは歪み
を受けるか、または穿孔されるか、割れるか、もしくは他のように損傷される可能性を、
低減し得る。
【００３４】
　さらに、支持部材３０を用いて適所に構成要素を固定することは、そのような構成要素
が互いに対して（例えば、コンテナ１４に対して）（例えば、１つ以上の方向で側方に、
および／または回転して）移動する程度を減少し得る。このことはまた、種々の構成要素
によって経験されるようなストレスおよび歪みが互いに（例えば、コンテナ１４に）移さ
れる程度を、減少し得るかまたは実質的になくし得る。従って、ある構成要素に対するス
トレスおよび歪みが望まれない状態で別の構成要素に（例えば、コンテナ１４に）移され
る可能性は、減少され得るかまたは実質的になくされ得る。
【００３５】
　さらに、いくつかの実施形態では、支持部材３０を用いて互いから構成要素を物理的に
外すことは、例えば、溶接または蝋付けなどの高温での製造技法から熱感受性の構成要素
に対して引き起こされる損傷を低減し得るかまたは実質的になくし得る。このような高温
での製造技法によって生成される熱は、それ故、限局化され得る。このことは、高温プロ
セスの領域から物理的に外された熱感受性の構成要素がこのようなプロセスの間に損傷さ
れる可能性を低減し得る。
【００３６】
　充填ポート支持部材３２ａおよび／または３２ｂの位置は、充填ポート１６が前部ハウ
ジング２４および後部ハウジング２６中の開口部５８（図３および図４を参照のこと）と
適正に整列されて、使用者がコンテナ１４をＬＯＸで適正に充填し得るようにすることを
確実にし得る。さらに、前部ハウジング２４および後部ハウジング２６が連結された場合
、充填ポート前部支持部材３２ａは、充填ポート後部支持部材３２ｂと係合して、充填ポ
ート１６のための、完全またはほぼ完全に３６０゜範囲の構造支持を提供し得る。このよ
うな構造支持は、充填ポート１６が、例えばコンテナ１４の充填の間に、ＬＯＸの外部供
給源と係合される場合に、特に有用であり得る。コンテナ１４の充填の間に、充填ポート
１６は、種々のストレスおよび歪みを経験し得る。上記で論議されたように、支持部材３
２ａおよび／または３２ｂを用いてコンテナ１４から充填ポート１６を外すことは、（コ
ンテナ１４を充填することまたはその他に関連して）充填ポート１６によって経験される
ようなストレスおよび歪みがコンテナ１４に移される程度を、低減し得るかまたは実質的
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になくし得る。さらに、充填ポート支持部材３２ａおよび／または３２ｂを用いて充填ポ
ート１６を適所に固定することは、コンテナ１４に対して充填ポート１６が（例えば、１
つ以上の方向で側方に、かつ／または回転して）移動し得る程度を減少し得る。このこと
はまた、充填ポート１６によって経験されるようなストレスおよび歪みがコンテナ１４に
移される程度を、減少し得るかまたは実質的になくし得る。従って、充填ポート１６をコ
ンテナ１４から壊して離すか、もしくは充填ポート１６にコンテナ１４を穿孔させるか、
またはその他の方法で装置１０においてひびもしくは漏れを充填ポート１６に形成させる
、充填ポート１６に対するストレスおよび歪みの可能性は、低減され得るかまたは実質的
になくされ得る。
【００３７】
　ベントバルブ支持部材３３ａは、ベントバルブ２２の輪郭を受容して、ベントバルブ２
２を適正に整列し、支持し、そして／または固定するような構成であり得る。上記で論議
されたように、ベントバルブ支持部材３３ａは、前部ハウジング２４にベントバルブ２２
０固定することを支援するために、機械的連結（例えば、ネジ、ボルト、またはその他の
固定具）を組み込み得る。その他の実施形態では、１つ以上のベントバルブ支持部材３３
が、後部ハウジグ２６に連結され得るかまたはそれと一体化され得る。そして１つ以上の
ベントバルブ支持部材３３が、ベントバルブ２２を支持、整列、および／または固定する
ために、前部ハウジング２４に連結されるかまたはそれと一体化された、ベントバルブ支
持部材３３ａと協働し得る。
【００３８】
　上記で論議されたように、前部ハウジング２４および／または後部ハウジング２６に連
結され、かつ／またはそれと一体化された、コンテナ支持部材３１ａおよび／または３１
ｂは、コンテナ１４を支持、整列および／または固定し得る。これは、（例えば、１つ以
上の方向で側方への、かつ／または回転しての）コンテナ１４の移動を低減し得、このこ
とは、次に、振動ノイズを低減し得る。
【００３９】
　図５は、本開示の１つの実施形態による、装置１０の前部ハウジング２４に連結される
かまたはその中に形成される、例示の充填ポート支持部材３２ａを示す。いくつかの実施
形態では、充填ポート支持部材３２ａは、充填ポート１６の種々の部分または種々の構成
要素の種々の形状および／もしくは輪郭を受容するような構成の、種々の形状および／ま
たは輪郭を有する複数の部分７２ａ、７４ａ、および７６ａを含み得る。この実施形態で
は、部分７６ａは、充填ポート１６のＶ字形状部分を受容するような構成のほぼＶ字形状
のリブ７８を含み得る。
【００４０】
　図６は、本開示の１つの実施形態による、図５に示される充填ポート支持部材３２ａ内
に固定された例示の充填ポート１６を示す。充填ポート１６の種々の形状および／または
輪郭の部分８０、８２、および８４は、充填ポート支持部材３２ａの部分７２ａ、７４ａ
、および７６ａ（図５に示される）内に受容され得る。
【００４１】
　図７は、本開示の１つの実施形態による、装置１０の後部ハウジング中に連結されるか
またはその中に形成された、例示の充填ポート支持部材３２ｂを示す。上記で論議された
ように、充填ポート支持部材３２ｂは、充填ポート１６を適所に固定するために、前部ハ
ウジング２４中に形成された充填ポート支持部材３２ａと協働し得る。充填ポート支持部
材３２ａと同様に、充填ポート支持部材３２ｂは、充填ポート１６の種々の部分または構
成要素の種々の形状および／もしくは輪郭を受容するような構成の、種々の形状および／
または輪郭を有する複数の部分７２ｂ、７４ｂ、および７６ｂを含み得る。
【００４２】
　図８は、本開示の１つの実施形態による、図７に示される充填ポート支持部材３２ｂ内
に固定された例示の充填ポート１６を示す。装置１０のその他の構成要素（例えば、コン
テナ１４）は、例示の目的のために除去されている。種々の形状および／または輪郭の部
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分８０、８２、および８４が、充填ポート支持部材３２ｂの部分７２ｂ、７４ｂ、および
７６ｂ（図７に示される）内に受容され得る。
【００４３】
　図９は、本開示の１つの実施形態による、装置１０の前部ハウジング２４中に連結され
るかまたはその中に形成された例示のベントバルブ支持部材３３ａを示す。上記で論議さ
れたように、いくつかの実施形態では、ベントバルブ支持部材３３ａは、前部支持部材３
３ａに対してベントバルブ２２を適正に整列するために、ベントバルブ２２から延びる整
列ペグ（図１７～１９を参照のこと）を受容するような形状であり、サイズであり、かつ
／または整列される、１つ以上の管状開口部５０を含み得る。さらに、ベントバルブ支持
部材３３ａは、ベントバルブ２２を適所に固定するためにネジ５６を受容するような構成
である。ネジ穴５４を形成し得る。
【００４４】
　図１０は、本開示の１つの実施形態による、前部ハウジング２４中に形成されたベント
バルブ支持部材３３ａによって固定された例示のベントバルブ２２を示す。装置１０のそ
の他の構成要素（例えば、コンテナ１４）は、例示目的のみのために除去されている。ベ
ントバルブ２２から延びるペグ５２は、開口部５０中に位置決めされ得、そしてネジ５６
は、ネジ穴５４中にねじ込まれ得、ベントバルブ２２を固定し得る。ベントバルブレバー
４９は、後部ハウジング２６中に形成されたレバー開口部９０を通って、レバー４９が使
用者によって容易に接近され得るように延び得る。
【００４５】
　図１１は、本開示の１つの実施形態による、装置１０の前部ハウジング２４中に連結さ
れるかまたはその中に形成された例示のリリーフ／エコノマイザーバルブ支持部材３５ａ
を示す。リリーフ／エコノマイザーバルブ支持部材３５ａは、リリーフ／エコノマイザー
バルブ４６を適所に支持、整列、および固定するために、後部ハウジング２６と連結する
かまたはその中に形成される、リリーフ／エコノマイザーバルブ支持部材３５ｂと協働し
得る。
【００４６】
　上記で論議されたように、１つ以上の支持部材３０ａおよび／または３０ｂは、互いか
ら装置１０の特定の構成要素を物理的に外し得る。このことは、例えば、種々のストレス
および歪みに起因してコンテナ１４が割れるかまたは穿孔される可能性を低減することな
どの、種々の利点を提供し得る。以下で論議されるように、図１２～１４は、コンテナ１
４からの、充填ポート１６、ベントバルブ２２、およびリリーフ／エコノマイザーバルブ
４６のこのような取り外しを示す。
【００４７】
　図１２は、本開示の１つの実施形態に従って、コンテナ１４から物理的に外された充填
ポート１６を示す。この実施形態では、充填ポート支持部材３２は、コンテナ１４から物
理的に分離された充填ポート１６を固定し、そして充填ポート１６は、管材４８ａによっ
てコンテナ１４に連結される。管材４８ａは、例えば、溶接、蝋付け、または機械的固定
具などによる、任意の適切な様式で、充填ポート１６のアダプター１０２および／または
コンテナ１４に連結され得る。管材４８ａの形状および／または構成は、充填ポート１６
からコンテナ１４へのストレスまたは歪みの移動が、充填ポート１６がコンテナ１４に直
接連結された構成と比較した場合に低減されるかまたは実質的になくされ得るように、あ
る程度の可撓性および／または緩衝（ｄａｍｐｅｎｉｎｇ）を提供し得る。
【００４８】
　コンテナ１４から充填ポート１６を外すことは、例えばコンテナ１４の充填の間などの
、充填ポート１６がＬＯＸの外部供給源と係合された場合に、有利であり得る。上記で論
議されたように、支持部材３２を用いてコンテナ１４から充填ポート１６を外すことは、
（コンテナ１４を充填することと関連するかまたはその他で）充填ポート１６によって経
験されるようなストレスおよび歪みがコンテナ１４に移される程度を、減少し得るかまた
は実質的になくし得る。従って、充填ポート１６をコンテナ１４から破壊して離すかもし
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くは充填ポート１６にコンテナ１４を穿孔させるようにするか、またはそうでなければ装
置１０において割れもしくは漏れを充填ポート１６に形成させる、充填ポート１６に対す
るストレスおよび歪みの可能性は、低減され得るかまたは実質的になくされ得る。
【００４９】
　図１３は、本開示の１つの実施形態による、コンテナ１４から物理的に外されたベント
バルブ２２を示す。この実施形態では、ベントバルブ支持部材３３は、コンテナ１４から
物理的に分離されたベントバルブ２２を固定し、そしてベントバルブ２２は、管材４８ｂ
によってコンテナ１４に連結される。管材４８ｂは、ベントバルブ２２の入口１３２およ
びコンテナ１４に、溶接、蝋付け、または機械的固定具などにより、任意の適切な様式で
連結され得る。例えば、この実施形態では、入口１３２は、管材４８ｂを入口１３２に固
定するために、フェルールナット１３３を受容するようにネジ切りされ得る。このような
構成は、入口１３２をコンテナ１４に連結するために必要な部品の複雑さおよび／または
数を低減し得る。
【００５０】
　管材４８ｂの形状および／または構成は、ベントバルブ２２からコンテナ１４へのスト
レスまたは歪みの移動が、ベントバルブ２２がコンテナ１４に直接連結される構成と比較
した場合に低減され得るかまたは実質的になくされ得るように、ある程度の可撓性および
／または緩衝（ｄａｎｐｅｎｉｎｇ）を提供し得る。従って、例えば、（例えば、充填の
間またはその他で）ベントバルブレバー４９の作動に起因するベントバルブ２２によって
経験されるストレスまたは歪みは、ベントバルブ２２がコンテナ１４に直接連結される構
成と比較した場合に、コンテナ１４に移されないかも知れない。
【００５１】
　また、いくつかの実施形態では、コンテナ１４にベントバルブ２２を機械的に連結さる
ために、フランジは必要ではない。フランジがないことは、ベントバルブ２２のために必
要な部品の数、漏れまたは凍結（ｆｒｅｅｚｉｎｇ）の可能性、および／またはコンテナ
１４が穿孔される可能性（例えば、充填の間またはその他で）を低減し得る。
【００５２】
　さらに、コンテナ１４からベントバルブ２２を物理的に外すことにより、種々の高温で
の連結技法（例えば、溶接または蝋付け）によって生成される熱は、限局化され得、この
ことは、このような高温連結技法の間に熱感受性の構成要素が損傷される可能性を低減し
得る。例えば、いくつかの実施形態では、ベントバルブ２２は、高温にさらすことによっ
て損傷され得る１つ以上のシールまたはその他の熱感受性構成要素を含み得る。このよう
な実施形態では、高温連結技法は、このような熱感受性構成要素がコンテナ１４から物理
的に移動（ｄｉｓｐｌａｃｅ）されているという事実に起因して、このような熱感受性構
成要素を損傷することなくコンテナ１４に管材４８ｂを連結するように実施され得る。
【００５３】
　図１４は、本開示の１つの実施形態に従う、コンテナ１４から物理的に外されたリリー
フ／エコノマイザーバルブ４６を示す。この実施形態では、リリーフ／エコノマイザーバ
ルブ支持部材３５は、コンテナ１４から物理的に分離されたリリーフ／エコノマイザーバ
ルブ４６を固定し得、そしてリリーフ／エコノマイザーバルブ４６は、管材４８ｃによっ
てコンテナ１４に連結され得る。管材４８ｃは、リリーフ／エコノマイザーバルブ４６お
よびコンテナ１４に、溶接、蝋付け、または機械的固定具などによる任意の適切な様式で
連結され得る。管材４８ｃの形状および／または構成は、リリーフ／エコノマイザーバル
ブ４６からコンテナ１４へのストレスまたは歪みの移動が、リリーフ／エコノマイザーバ
ルブ４６がコンテナ１４に直接連結される構成と比較した場合に減少され得るかまたは実
質的になくなり得るように、ある程度の可撓性および／または緩衝（ｄａｍｐｅｎｉｎｇ
）を提供し得る。
【００５４】
　図１５Ａおよび１５Ｂは、本開示の１つの実施形態による例示の充填ポートを示す。充
填ポート１６は、雌充填コネクターアセンブリ１００、およびアダプター１０２を含み得
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る。雌充填コネクターアセンブリ１００は、本体部分１０４および雌スリーブコネクター
部分１０６を含み得る。上記で論議されたように、充填ポート１６は、コンテナ１４から
物理的に外され得る。例えば、図１２に示されるように、アダプター１０２は、管材４８
ａを介してコンテナ１４に連結され得る。管材４８ａは、例えば、溶接、蝋付け、または
機械的固定具の使用などの任意の適切な方式で、アダプター１０２に連結され得る。特定
の先行技術ＬＯＳ装置とは対照的に、装置１０の充填ポート１６は、フランジまたは機械
的固定具によってコンテナ１４に連結されるよりはむしろ、支持部材３０によって固定さ
れ得る。例示の先行技術充填ポート１６ａが、図１６に示される。この先行技術の充填ポ
ート１６ａは、雌充填コネクターアセンブリ１００ａ、アダプター１０２ａ、ならびにＬ
ＯＸコンテナに充填ポート１６ａを直接連結するための１つ以上の連結構成要素および／
または固定具を含み得る。例えば、図１６に示されるように、このような連結構成要素お
よび／または固定具は、ジャムナット１１２ａ、フェルールナット１１４ａおよび圧縮ス
リーブ１１６ａを含み得る。
【００５５】
　従って、充填ポート１６がフランジを介してコンテナ１４に連結されない本開示の実施
形態では、充填ポート１６は、このような連結構成要素および／または固定具（例えば、
ジャムナット１１２ａ、フェルールナット１１４ａおよび圧縮スリーブ１１６ａ、ならび
に／または充填ポート１６をそのようなフランジに取り付けるためのその他の固定具（単
数または複数））を必要としないかもしれない。従って、充填ポート１６は、先行技術の
充填ポートよりも少ない部品（パーツ）を含み得、このことは、ＬＯＸ装置１０の複雑さ
および／または重量を低減し得る。さらに、フランジに充填ポート１６を取付けるために
、このような連結構成要素および／または固定具（例えば、ジャムナット１１２ａ、フェ
ルールナット１１４ａ、および／または圧縮スリーブ１１６ａ）をなくすことは、漏れお
よび／または凍結（ｆｒｅｅｚｉｎｇ）の可能性がある別の原因を除去し得る。
【００５６】
　図１７～２０は、本開示の１つの実施形態による例示のベントバルブ２２を示す。特に
、図１７は、閉鎖バルブ位置にあるベントバルブ２２の側面図を示す；図１８は、開放バ
ルブ位置にあるベントバルブ２２の側面図を示す；図１９は、閉鎖位置にあるベントバル
ブ２２の背面図を示す；そして図２０は、開放位置にあるベントバルブ２２の前面図を示
す。
【００５７】
　ベントバルブ２２は、バルブ本体１３０、入口１３２、出口１３４、バルブレバー４９
、および／またはプランジャー１３６を含み得る（図２０を参照のこと）。一般に、入口
１３２および出口１３４は、バルブ本体１３０内に形成された開口部内でのプランジャー
１３６の位置決めに基づき、閉鎖（もしくはブロック）され得るかまたは開放され（もし
くは少なくとも部分的にブロックされていないものであり）得る経路によって、連結され
得る。プランジャー１３６は、バルブレバー４９に対して、バルブレバー４９の作動（例
えば、使用者による手動での作動）が、入口１３２と出口１３４とを連結する経路が閉鎖
される閉鎖位置（図１７および図１９を参照のこと）と、入口１３２と出口１３４を連結
する経路が開放される開放位置（図１８および図２０を参照のこと）との間を移動し得る
ように、連結され得る。プランジャー１３６は、バルブ本体１３０内で適切なシールを提
供するような構成である、１つ以上のシール部材を含み得る。
【００５８】
　いくつかの実施形態では、バルブ本体１３０は、単一の一体的な片を備え得る。これは
、一緒に連結された複数片を有する先行技術バルブ本体に比較した場合に有利であり得る
。なぜなら、このような複数片の間の接続部は、漏れおよび／または凍結の可能性のある
原因を提供し得るからである。さらに、いくつかの実施形態では、単一片の一体的なバル
ブ本体１３０を用いることは、複数片を有する先行技術のバルブ本体中に含まれ得る（例
えば、Ｏリングのような）シールの必要性をなくし得る。従って、漏れおよび／または凍
結の別の原因がなくされ得る。さらに、ベントバルブ２２は、ベントバルブよりも少ない
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部品を含み得る。このことは、ＬＯＸ装置１０の複雑さおよび／または重量を低減し得る
。
【００５９】
　さらに、入口１３２および出口１３４のうちの１つまたは両方が、バルブ本体１３０と
一体化され得る。この例示の実施形態では、入口１３２が、バルブ本体１３０と一体であ
り、その一方、出口１３４は、別個であり、そしてバルブ本体１３０に連結される。その
他の実施形態では、バルブ本体１３０は、複数片から形成され得、そして／または入口１
３２と出口１３４の両方は、バルブ本体１３０に別個に連結され得る。上記で論議された
ように、バルブ本体１３０は、ハウジング１２に対してベントバルブ２２を整列および／
または固定するために用いられる１つ以上の整列ペグ５２を含み得る。
【００６０】
　いくつかの実施形態では、入口１３２および出口１３４は、同一のほぼ平面中、または
ほぼ平行な平面中に形成され得る。例えば、入口１３２によって規定される軸１４０と、
出口１３４によって規定される軸１４２とは、同じ平面中、またはほぼ平行な平面中に、
存在し得る。このことは、製造および／または組立ての容易さ増大などの種々の利点を提
供し得、このことは、製品の質および／または信頼性を改善し得る。さらに、本明細書に
記載されるようなベントバルブ２２の構成にすること、および／または支持部材３３の使
用は、ベントバルブ２２が組立てまたはその他の間に誤整列される可能性を減少し得るか
もしくはなくし得る。このこともまた、製品の品質および／または信頼性を改善し得る。
【００６１】
　上記で論議されたように、充填ポート１６は、コンテナ１４から物理的に外され得る。
例えば、図１３に示されるように、入口１３２は、コンテナ１４に直接連結されるよりは
むしろ、管材４８ｂによってコンテナ１４に連結されるような構成であり得る。管材４８
ｂの形状および構成は、ベントバルブ２２からコンテナ１４へのストレスまたは歪みの移
動が、ベントバルブ２２がコンテナ１４に直接連結される構成と比較した場合に低減され
得るかまたは実質的になくなり得るような、ある程度の可撓性および／または緩衝（ｄａ
ｍｐｅｎｉｎｇ）を提供し得る。管材４８ｂは、溶接、蝋付け、または機械的固定具など
による任意の適切な様式で、入口１３２に連結され得る。例えば、この実施形態では、入
口１３２は、管材４８ｂを入口１３２に固定するためにフェルールナットを受容するよう
ネジ切りされ得る。このような構成は、入口１３２をコンテナ１４に連結するために必要
な部品の複雑さおよび／または数を低減し得る。
【００６２】
　図２１～２３は、本開示の１つの実施形態による、装置１０によって送達されるガス状
酸素の流れを調節もまたは制御するための例示の制御デバイス２０を示す。上記で論議さ
れたように、制御デバイス２０は、装置１０によって送達されるガス状酸素の流れを調節
または制御するために、使用者によって操作される構成であり得る。この例では、制御デ
バイス２０は、使用者が、（ａ）作動の少なくとも３つのモード（オフ、連続モード、お
よび保存（要求）モード）から選択すること、そして（ｂ）選択されたモードについて強
度、流量、レベル、または流れタイプを選択することを可能にする、単一のノブを備える
。作動の種々のモード、および強度（または流量）は、図２に関して上記で論議されたよ
うに、調節器４４によって調節され得る。
【００６３】
　図２１～２３に示される実施形態では、制御デバイスは、以下の設定（各々が、以下の
ラベル：
　　ノブラベル　　　　モードおよび／または強度／流量／レベル
　　Ｏ　　　　　　　　オフ
　　Ｃ１　　　　　　　連続モード、流量＃１
　　Ｃ２　　　　　　　連続モード、流量＃２
　　Ｃ３　　　　　　　連続モード、流量＃３
　　Ｃ４　　　　　　　連続モード、流量＃４
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　　Ｃ５　　　　　　　連続モード、流量＃５
　　Ｃ６　　　　　　　連続モード、流量＃６
　　Ｄ１．５　　　　　　保存モード、＃１
　　Ｄ２　　　　　　　保存モード、＃２
　　Ｄ２．５　　　　　　保存モード、＃３
　　Ｄ３　　　　　　　保存モード、＃４
　　Ｄ４　　　　　　　保存モード、＃５
を用いてノブ上に示される）のうちのいずれかを選択するように回転され得る、単一のノ
ブを備える。
【００６４】
　従って、使用者は、例えば、単一ノブを用いて、所望されるように、複数モード、そし
て／または強度もしくは流速を容易に選択し得る。このことは、このようなオプションを
選択するために複数の制御デバイスを使用者が操作しなければならない装置によりも有利
であり得る。
【００６５】
　図２１は、オフ位置（「Ｏ」と標識される）に位置決めされたノブ２０を示す。図２２
は、矢印１５０によって示されるように、上記オフ位置から反時計方向に回転された後の
、特定の連続モード位置（「Ｃ２」と標識される）に位置決めされたノブ２０を示す。図
２３は、矢印１５２によって示されるように、上記オフ位置から時計方向に回転された後
の、特定の連続モード位置（「Ｄ２」と標識される）に位置決めされたノブ２０を示す。
【００６６】
　開示された実施形態は、詳細に説明されているが、種々の変更、置換または改変が、添
付の特許請求の範囲によって示されるような本開示の思想および範囲から逸脱することな
く本明細書中でなされ得ることが、理解されるべきである。例えば、種々の実施形態にお
いて、装置１０は、上記で論議された種々の構成要素および／もしくは特徴のうちの１つ
、いくつか、またはすべての任意の組合せ、ならびに／または任意の１つ以上のさらなる
構成要素および／もしくは特徴を含み得ることが、理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
　本開示のいくつかの実施形態は、以下の説明および添付の図面を一部参照することによ
り理解され得る。その説明および図面において、同様の参照番号は、同じ部分または同様
の部分を指す。
【図１】図１は、本開示の１つの実施形態よる流体管理装置を示す。
【図２】図２は、前部ハウジング内に収容されたＬＯＸ装置の種々の構成要素を示すため
に後部ハウジングが除去される、例示のＬＯＸ装置を示す。
【図３】図３は、本開示の１つの実施形態による例示のＬＯＸ装置の前部ハウジングの内
部を示す。
【図４】図４は、本開示の１つの実施形態による例示のＬＯＸ装置の後部ハウジングの内
部を示す。
【図５】図５は、本開示の１つの実施形態による、ＬＯＸ装置の前部ハウジングに連結さ
れるかまたはその中に形成される、例示の充填ポート支持部材を示す。
【図６】図６は、本開示の１つの実施形態による、図５に示される充填ポート支持部材内
に固定された例示の充填ポートを示す。
【図７】図７は、本開示の１つの実施形態による、ＬＯＸ装置の後部ハウジング中に連結
されるかまたはその中に形成される、例示の充填ポート支持部材を示す。
【図８】図８は、本開示の１つの実施形態による、図７に示される充填ポート支持部材内
に固定された例示の充填ポートを示す。
【図９】図９は、本開示の１つの実施形態による、ＬＯＸ装置の前部ハウジング中に連結
されるかまたはその中に形成される、例示のベントバルブ支持部材を示す。
【図１０】図１０は、本開示の１つの実施形態による、ＬＯＸ装置の前部ハウジング中に
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形成されるベントバルブ支持部材によって固定される例示のベントバルブを示す。
【図１１】図１１は、本開示の１つの実施形態による、ＬＯＸ装置の前部ハウジング中に
連結されるかまたはその中に形成される、例示のリリーフ／エコノマイザーバルブ支持部
材を示す。
【図１２】図１２は、本開示の１つの実施形態による、コンテナから物理的に外された例
示の充填ポートを示す。
【図１３】図１３は、本開示の１つの実施形態による、コンテナから物理的に外された例
示のベントバルブを示す。
【図１４】図１４は、本開示の１つの実施形態による、コンテナから物理的に外された例
示のリリーフ／エコノマイザーバルブを示す。
【図１５】図１５Ａおよび１５Ｂは、本開示の１つの実施形態による例示の充填ポートを
示す。
【図１６】図１６は、例示の先行技術充填ポートを示す。
【図１７】図１７は、本開示の１つの実施形態による、閉じたバルブ位置にある例示のベ
ントバルブの側面図を示す。
【図１８】図１８は、本開示の１つの実施形態による、開いたバルブ位置にある例示のベ
ントバルブの側面図を示す。
【図１９】図１９は、本開示の１つの実施形態による、閉じたバルブ位置にある例示のベ
ントバルブの背面図を示す。
【図２０】図２０は、本開示の１つの実施形態による、開いたバルブ位置にある例示のベ
ントバルブの前面図を示す。
【図２１】図２１は、本開示の１つの実施形態による、オフ位置に位置決めされたＬＯＸ
装置の例示の制御デバイスを示す。
【図２２】図２２は、本開示の１つの実施形態による、連続モード位置に位置決めされた
ＬＯＸ装置の例示の制御デバイスを示す。
【図２３】図２３は、本開示の１つの実施形態による、保存モード位置に位置決めされた
ＬＯＸ装置の例示の制御デバイスを示す。
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